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研究内容： 中世における鷹書の研究 

鷹を訓練して狩をする鷹狩は、狩猟という性格上軍事力の象徴とみなされ武家に愛好された。ことさら江戸幕府にお

いて家康・家光・吉宗などが鷹狩を盛んに行ったことはよく知られる。しかし、本来鷹狩りは仁徳天皇の時代に大陸から

伝来して以来、天皇をはじめとする公家の優美で洗練された文化であった。平安後期以降、天皇が自ら鷹狩を行うこと

はまれになった。それでも、和歌・連歌・絵画において鷹狩は欠かせない素材であり、古典として仰がれる『伊勢物語』

や『源氏物語』に描かれたこともあいまって、楽、装束など公家の他の学芸と深くかかわる「鷹道」としてあり続けた。 

鷹道としての意識が高まったのは、諸学芸が確立した室町期であった。鷹道の伝授が行われ鷹狩りに関する述作で

ある「鷹書」が盛んに記された。群書類従二十五部のうち「鷹部」としておかれるほど、鷹書は一大領域を築いていた。 

 鷹書の知識は、鷹狩りを行う者のためのみにあったわけではない。和歌・連歌学書や、辞書、庭訓往来注などの講釈

の書においては、まとまった形で鷹書の知を取り込まれており、これらの文学の実相を明らかにするためにも鷹書の研

究は必須である。 

これを明らかにするため以下の二点から研究を行っている。 

（1）室町期の鷹書を中心として、書誌学的調査を行い、資料的特性を明らかにする

（2）鷹書のみならず和歌・連歌や故実書との比較も行い、鷹書の言説を位置付ける内容検討
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